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(57)【要約】
【課題】部材等を室内用間仕切りの支柱に配置自由度を
確保しつつ、確実に取り付けることのできる室内間仕切
り用金具、及び室内用間仕切りを提供する。
【解決手段】室内間仕切り用金具１５０は、室内空間を
間仕切る室内用間仕切りの支柱への部材の固定を可能に
する。室内間仕切り用金具１５０は、外周側面２１ａに
対する当接面と、２つの張出部２１３の間隔を通過可能
な第１幅ＷＣ１で配置される反対側の辺との組で構成さ
れる第１部分１５５と、２つの張出部２１３の間隔を通
過不可能であって第１幅ＷＣ１よりも広いとともに、２
つの壁状部の間に配置可能な第２幅ＷＡ１を有する反対
側の辺との組で構成される第２部分１５３とを備える。
第１部分１５５と第２部分１５３とは当接面の周方向に
隣接配置されている。第１部分１５５で外周側面２１ａ
に当接させた状態で旋回させると第２部分１５３が張出
部２１３と外周側面２１ａとの間に入り込む。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支柱からなる枠体で室内空間を間仕切る室内用間仕切りに取り付けられて、部材の前記
支柱への固定を可能にする室内間仕切り用金具であって、
　前記支柱は、長手方向に直交する断面が多角形状の多角柱であり、前記多角形状の外側
面には、外周方向に突き出る壁状部をそれぞれ有する２つの突出部であって、前記壁状部
は長手方向に平行であるとともに、前記壁状部の先端から反対側の前記壁状部に向かって
突き出した張出部とを備える前記２つの突出部を有し、
　前記室内間仕切り用金具は、前記外側面に当接可能な当接面と、前記当接面の幅であっ
て、前記２つの張出部の間隔を通過可能な第１幅で配置される反対側の辺との組で構成さ
れる第１部分と、前記２つの張出部の間隔を通過不可能であって前記第１幅よりも広いと
ともに、前記２つの壁状部の間に配置可能な第２幅を有する反対側の辺との組で構成され
る第２部分とを備え、
　前記第１部分と前記第２部分とは前記当接面の周方向に隣接配置されていて、
　前記第１部分で前記２つの張出部の間隔を通過して前記当接面を前記外側面に当接させ
た状態で前記当接面が旋回されることで前記第２部分の厚み方向が前記張出部と前記外側
面との間に入り込みつつ、前記第２部分の一部が前記壁状部に当接する
　室内間仕切り用金具。
【請求項２】
　前記第１部分は、前記張出部と前記外側面との間よりも厚い第１の厚さを有し、
　前記第２部分は、前記張出部と前記外側面との間に入り込む部分の厚さが前記第１の厚
さよりも薄い第２の厚さに設定されている
　請求項１に記載の室内間仕切り用金具。
【請求項３】
　前記室内間仕切り用金具は、前記当接面を貫通する複数のねじ孔を有し、
　複数の前記ねじ孔は、前記室内間仕切り用金具が固定されたとき、前記支柱の長手方向
に並ぶように配設されている
　請求項１又は２に記載の室内間仕切り用金具。
【請求項４】
　前記第１部分、及び、前記第２部分の少なくとも一方は、前記反対側の辺と平行な辺の
組で構成されている
　請求項１～３のいずれか一項に記載の室内間仕切り用金具。
【請求項５】
　前記第１部分と前記第２部分との間には、前記第１部分と前記第２部分と角度差を緩和
する接続部分が設けられている
　請求項１～４のいずれか一項に記載の室内間仕切り用金具。
【請求項６】
　前記第２部分は、前記第１部分に隣接しない側に、前記２つの壁状部に当接する幅を有
する部分及び前記２つの張出部に当接する幅を有する部分の少なくとも一方を有している
　請求項１～５のいずれか一項に記載の室内間仕切り用金具。
【請求項７】
　支柱に取り付けられる室内間仕切り用金具は、２つの旋回金具と、前記旋回金具に両端
が固定される長尺部材とを備え、
　前記旋回金具が請求項１～６のいずれか一項に記載の室内間仕切り用金具であり、
　前記支柱に取り付けられた前記２つの旋回金具が前記長尺部材によって連結固定される
　室内間仕切り用金具。
【請求項８】
　室内用間仕切りであって、
　角管形状の４本の支柱を、前記支柱の開口端に圧接される圧接面を２面有し、それら２
面の圧接面の相対角度を２７０度としている角部材で矩形枠状に連結した仕切枠を備え、
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　前記支柱は、前記開口端における角管内に前記支柱の長手方向をねじ込み方向とするね
じ受け部を有し、
　前記角部材の各圧接面は、前記ねじ込み方向に対して前記ねじ受け部に対向する位置に
ねじ孔を有し、前記各圧接面の反対面から前記ねじ孔を挿通されたねじの前記ねじ受け部
への螺合で前記反対面が前記開口端の方向に押し付けられることに応じて前記圧接面が前
記開口端に押し付け固定され、
　前記支柱のうち、他の仕切枠が連結される方向に延びる支柱は、当該支柱を含む前記仕
切枠の枠外に向く外周側面に前記他の仕切枠に向けて延びて前記他の仕切枠に連結される
ための連結部材が固定され、前記角管形状の外側面には、外周方向に突き出る壁状部をそ
れぞれ有する２つの突出部であって、前記壁状部は長手方向に平行であるとともに、前記
壁状部の先端から反対側の前記壁状部に向かって突き出した張出部とを備える前記２つの
突出部を有し、
　前記支柱の前記２つの突出部の間に部材の固定を可能にする旋回金具が固定されており
、
　前記旋回金具が請求項１～７のいずれか一項に記載の室内間仕切り用金具である
　室内用間仕切り。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内間仕切り用金具、及び室内用間仕切りに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、上述のような室内の空間を間仕切る室内用間仕切りとして、複数本の支柱の間に
間仕切りパネルを連結して間仕切とする技術が知られている（例えば、特許文献１参照）
。
【０００３】
　特許文献１に記載の室内用間仕切りは、室内空間を仕切る構成部材として複数本の支柱
を含む空間構造体を有している。支柱の本体部は、水平断面が正方形の形状を有するとと
もに、正方形の各頂点位置に形成される頂角を等分する仮想線上に各頂点位置から外方に
向けてそれぞれ延出する複数の延出部を有する。また、支柱の本体部は、正方形の各辺に
設けられている連結溝が、溝底部側の内側幅が開口部より幅広な断面溝形状を有している
。そして、支柱の本体部は、間仕切りパネルを連結するための連結部材が上述の連結溝を
利用して取り付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－８９２４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、室内用間仕切りを構成する複数本の支柱は、間仕切りパネルを連結するのみ
ならず、間仕切りした空間を有効に利用するための部材や居住性を高める装飾等を高い自
由度を確保しつつ、確実に取り付けられることが望まれている。
【０００６】
　この点、特許文献１に記載の支柱は、支柱の連結溝の開口部に、支柱の長手方向に延び
るカバー部材の係止部を嵌合させることができるが、こうした支柱に、高い自由度を確保
しつつ、確実に部材等を取り付けようとするには改善の余地がある。
【０００７】
　本発明は、このような実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、部材等を室内用
間仕切りの支柱に配置自由度を確保しつつ、確実に取り付けることのできる室内間仕切り
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用金具、及び室内用間仕切りを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決する室内間仕切り用金具は、支柱からなる枠体で室内空間を間仕切る室
内用間仕切りに取り付けられて、部材の前記支柱への固定を可能にする室内間仕切り用金
具であって、前記支柱は、長手方向に直交する断面が多角形状の多角柱であり、前記多角
形状の外側面には、外周方向に突き出る壁状部をそれぞれ有する２つの突出部であって、
前記壁状部は長手方向に平行であるとともに、前記壁状部の先端から反対側の前記壁状部
に向かって突き出した張出部とを備える前記２つの突出部を有し、前記室内間仕切り用金
具は、前記外側面に当接可能な当接面と、前記当接面の幅であって、前記２つの張出部の
間隔を通過可能な第１幅で配置される反対側の辺との組で構成される第１部分と、前記２
つの張出部の間隔を通過不可能であって前記第１幅よりも広いとともに、前記２つの壁状
部の間に配置可能な第２幅を有する反対側の辺との組で構成される第２部分とを備え、前
記第１部分と前記第２部分とは前記当接面の周方向に隣接配置されていて、前記第１部分
で前記２つの張出部の間隔を通過して前記当接面を前記外側面に当接させた状態で前記当
接面が旋回されることで前記第２部分の厚み方向が前記張出部と前記外側面との間に入り
込みつつ、前記第２部分の一部が前記壁状部に当接する。
【０００９】
　上記課題を解決する室内用間仕切りは、室内用間仕切りであって、角管形状の４本の支
柱を、前記支柱の開口端に圧接される圧接面を２面有し、それら２面の圧接面の相対角度
を２７０度としている角部材で矩形枠状に連結した仕切枠を備え、前記支柱は、前記開口
端における角管内に前記支柱の長手方向をねじ込み方向とするねじ受け部を有し、前記角
部材の各圧接面は、前記ねじ込み方向に対して前記ねじ受け部に対向する位置にねじ孔を
有し、前記各圧接面の反対面から前記ねじ孔を挿通されたねじの前記ねじ受け部への螺合
で前記反対面が前記開口端の方向に押し付けられることに応じて前記圧接面が前記開口端
に押し付け固定され、前記支柱のうち、他の仕切枠が連結される方向に延びる支柱は、当
該支柱を含む前記仕切枠の枠外に向く外周側面に前記他の仕切枠に向けて延びて前記他の
仕切枠に連結されるための連結部材が固定され、前記角管形状の外側面には、外周方向に
突き出る壁状部をそれぞれ有する２つの突出部であって、前記壁状部は長手方向に平行で
あるとともに、前記壁状部の先端から反対側の前記壁状部に向かって突き出した張出部と
を備える前記２つの突出部を有し、前記支柱の前記２つの突出部の間に部材の固定を可能
にする旋回金具が固定されており、前記旋回金具が上記記載の室内間仕切り用金具である
。
【００１０】
　このような構成によれば、支柱の長手方向に配置された２つの突出部の任意の位置に室
内間仕切り用金具を取り付けることができる。また、取り付けられた室内間仕切り用金具
は、第２部分が外側面と張出部との間に入り込むため外側面から離間する方向への移動が
規制されるようになるとともに、第２部分の一部が壁状部に当接するため、旋回も抑制さ
れる。よって、部材等を室内用間仕切りの支柱に配置自由度を確保しつつ、確実に取り付
けることができる。
【００１１】
　好ましくは、前記第１部分は、前記張出部と前記外側面との間よりも厚い第１の厚さを
有し、前記第２部分は、前記張出部と前記外側面との間に入り込む部分の厚さが前記第１
の厚さよりも薄い第２の厚さに設定されている。
【００１２】
　このような構成によれば、張出部と外側面との間に入り込む部分以外において金具を厚
くすることができるため金具の強度を高めることができる。
　好ましくは、前記室内間仕切り用金具は、前記当接面を貫通する複数のねじ孔を有し、
　複数の前記ねじ孔は、前記室内間仕切り用金具が固定されたとき、前記支柱の長手方向
に並ぶように配設されている。
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【００１３】
　このような構成によれば、ねじ孔を金具において中央部に、支柱においても２つの突出
部の中央に設けることができるので、応力を好適に分散させることができる。
　好ましくは、前記第１部分、及び、前記第２部分の少なくとも一方は、前記反対側の辺
と平行な辺の組で構成されている。
【００１４】
　このような構成によれば、平行な辺の組で構成されることで第１部分や第２部分の形成
が容易である。
　好ましくは、前記第１部分と前記第２部分との間には、前記第１部分と前記第２部分と
角度差を緩和する接続部分が設けられている。
【００１５】
　このような構成によれば、第１部分と第２部分との間の角度差が緩和されるので旋回す
るときの衝撃が緩和される。例えば、接続部分としては、段階的に角度が変化する態様や
、曲線の態様等である。
【００１６】
　好ましくは、前記第２部分は、前記第１部分に隣接しない側に、前記２つの壁状部に当
接する幅を有する部分及び前記２つの張出部に当接する幅を有する部分の少なくとも一方
を有している。
【００１７】
　このような構成によれば、第２部分は第１部分に隣接しない側が壁状部又は張出部に当
接するので旋回が止められる。よって、金具が取り付けやすくなるとともに、金具の位置
決めも容易になる。
【００１８】
　上記課題を解決する室内間仕切り用金具は、支柱に取り付けられる室内間仕切り用金具
は、２つの旋回金具と、前記旋回金具に両端が固定される長尺部材とを備え、前記旋回金
具が上記記載の室内間仕切り用金具であり、前記支柱に取り付けられた前記２つの旋回金
具が前記長尺部材によって連結固定される。
【００１９】
　このような構成によれば、２つの旋回金具が長尺部材で連結固定されることで２つの突
出部の間における旋回金具の相対位置が固定されるようになる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、器具等を室内用間仕切りの支柱に配置自由度を確保しつつ、確実に取
り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】室内用間仕切りの一実施形態を示す斜視図。
【図２】同実施形態における支柱の斜視図。
【図３】同実施形態における支柱を直交方向に連結する角部材の斜視図。
【図４】同実施形態における支柱に部材が金具を介して取り付けられる斜視図。
【図５】同実施形態における室内間仕切り用金具の正面図であって、（ａ）は支柱に固定
された図、（ｂ）は支柱に固定される前の図、（ｃ）は（ｂ）と形状が相違する金具の図
。
【図６】同実施形態における金具に取り付けられる部材の斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図１～図６を参照して、室内間仕切り用金具の一実施形態について説明する。
　図１に示すように、本実施形態における旋回金具としての室内間仕切り用金具は、室内
用間仕切り１０に取り付けられる。室内用間仕切り１０は、第１の仕切枠１１と、第２の
仕切枠１２と、第１の仕切枠１１と第２の仕切枠１２とを連結する連結部１３とを備える
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。第１の仕切枠１１及び第２の仕切枠１２は、同様の枠体２０から構成されている。
【００２３】
　枠体２０は、矩形状の枠として構成されており、２組の対辺のうちの一方の対辺が上部
支柱２０ａ及び下部支柱２０ｂであり、他方の対辺が左支柱２０ｃ及び右支柱２０ｄであ
る。また、本実施形態では、枠体２０を含んで構成される平面において、枠体２０に囲ま
れた範囲内となる方向を枠体２０の内周側とし、枠体２０に囲まれた範囲外となる方向を
外周側とする。
【００２４】
　枠体２０は、床面に対して上部支柱２０ａ及び下部支柱２０ｂが水平に配置され、床面
に対して左支柱２０ｃ及び右支柱２０ｄが垂直に配置される。枠体２０は、４つの支柱の
うちの直交する２つの支柱のそれぞれが、角部材３０で直交連結されることで矩形状を形
成する。本実施形態では、左支柱２０ｃ及び右支柱２０ｄの長手方向が上下方向であり、
上部支柱２０ａ及び下部支柱２０ｂの長手方向が左右方向であるものとする。
【００２５】
　枠体２０は、第１の仕切枠１１と第２の仕切枠１２とを床面に対して非接触に支持する
脚部１４，１５を備える。上部支柱２０ａ及び下部支柱２０ｂは、左右方向の端部にそれ
ぞれ複数の貫通孔２７から構成される付属品取付部２１２を有し、下部支柱２０ｂには付
属品取付部２１２の貫通孔２７を利用して各脚部１４，１５が取り付けられている。
【００２６】
　枠体２０は、左支柱２０ｃと右支柱２０ｄとの間に２本の横棒２５が上下方向に対して
相違する位置に掛け渡されている。左支柱２０ｃ及び右支柱２０ｄは、上下方向に所定の
間隔で並ぶ複数の貫通孔２７から構成される付属品取付部２３２を有しており、付属品取
付部２３２の貫通孔２７を利用して横棒２５が取り付けられている。横棒２５は、一端が
左支柱２０ｃの貫通孔２７に固定され、他端が右支柱２０ｄの貫通孔２７に固定されてい
る。また、横棒２５は、上部支柱２０ａ及び下部支柱２０ｂに対して水平となるように配
置される。
【００２７】
　上部支柱２０ａ及び下部支柱２０ｂは、同一の構造を有する短尺支柱２１から構成され
ている。また、左支柱２０ｃ及び右支柱２０ｄは、同一の構造を有する長尺支柱２３から
構成されている。短尺支柱２１及び長尺支柱２３は、アルミニウムを主成分とする金属材
料から押出成形された同様の角管から構成される支柱であって、押出成形された連続管を
相違する長さで切断し、貫通孔２７を設けた位置が相違する点が異なる。長尺支柱２３は
、長手方向に長さＬ２を有しているとともに、短尺支柱２１は、長手方向に長さＬ２より
も短い長さＬ１を有している。
【００２８】
　図２を参照して、短尺支柱２１（上部支柱２０ａ及び下部支柱２０ｂ）について説明す
る。なお、長尺支柱２３は、短尺支柱２１と同様の断面矩形状の角管から構成されている
ことから、詳細な説明については割愛する。
【００２９】
　短尺支柱２１は、断面矩形状の角管から構成されており、平行に相対向する外周側面２
１ａと内周側面２１ｂとを備えるとともに、外周側面２１ａ及び内周側面２１ｂに直交し
つつ、平行に相対向する２つの横側面２１ｃ，２１ｄを備えている。
【００３０】
　外周側面２１ａ及び内周側面２１ｂは、短尺支柱２１の端面において矩形の長辺を構成
する。枠体２０において、外周側面２１ａは外周側に配置され、内周側面２１ｂは内周側
に配置される。
【００３１】
　２つの横側面２１ｃ，２１ｄは、短尺支柱２１の端面において矩形の短辺を構成する。
枠体２０において、横側面２１ｃ，２１ｄは内周側又は外周側に対して直交する方向であ
る左右方向に配置される。
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【００３２】
　なお、本実施形態では、矩形の長辺の長さＷ１は、矩形の短辺の長さＴ１よりも長い。
　短尺支柱２１は、外周側面２１ａの短手方向の両端からそれぞれ、外周側面２１ａに対
して突き出た突出部としての幅ガイド２１１を有している。幅ガイド２１１は、短尺支柱
２１の長手方向に延設されているとともに、外周側面２１ａと直交する方向に所定の高さ
Ｔ３で突出する壁状部２１４を有している。壁状部２１４は、外周側面２１ａから離間し
ている先端に、外周側面２１ａの上方に張り出す張出部２１３を備える。張出部２１３は
、外周側面２１ａに平行な面を有し、所定の張出長さＷ４を有している。外周側面２１ａ
の両側にある張出部２１３の間には、幅Ｗ３で所定の間隔が確保されている。矩形の長辺
の長さＷ１の長さは、幅Ｗ３と２つの所定の張出長さＷ４とを加えた長さに等しい。また
、２つの壁状部２１４の間の間隔は、壁間幅Ｗ２であり、矩形の長辺の長さＷ１＞壁間幅
Ｗ２＞幅Ｗ３の関係を有している。
【００３３】
　短尺支柱２１の付属品取付部２１２は、２つの貫通孔２７が長手方向に沿って所定の間
隔で並んで構成される。
　短尺支柱２１は、内部空間に短尺支柱２１の長手方向に延設されるねじ受け部２６を備
える。ねじ受け部２６は、横側面２１ｃ，２１ｄの管内側の面に基端が支持され、ねじが
螺合される先端が角管内空間に突き出していて所定の位置に配置されている。なお、相対
向する２つのねじ受け部２６の間には所定の距離が確保されている。
【００３４】
　ここで、ねじ受け部２６について詳述する。
　ねじ受け部２６は、横側面２１ｃ，２１ｄの管内側の面から角管内空間に延出される支
持脚２６１と、支持脚２６１の先端に取り付けられるめねじ部２６２とを備える。支持脚
２６１は、基端が固定される横側面２１ｃ，２１ｄに対して直交する方向に延設される。
めねじ部２６２は、円周の一部に切れ込み２６３を有する半円筒形状を有している。切れ
込み２６３は、半円筒の内径よりも少し大きな外径のねじ山を有するねじがねじ込まれた
とき、そのねじ込まれたねじから受ける拡径圧力によって内周面２６４に雌ねじが形成さ
れるとともに、ねじ込まれたねじに対して適切な縮径力を付与する。よって、めねじ部２
６２は、ねじ込まれたねじに対して、ねじ込み方向に締結力を付与させるとともに、その
締結力が維持されるようにする。
【００３５】
　短尺支柱２１は、開口端２１ｆに設けられる連結部１３を構成する部品の位置決め等に
利用可能である２つの貫通孔２７を備えている。２つの貫通孔２７は、短尺支柱２１の開
口端２１ｆから近い位置に長手方向に並んで配置されている。なお、貫通孔２７は、短尺
支柱２１及び長尺支柱２３において設けられている位置が相違するが、それらの構造は同
様である。
【００３６】
　貫通孔２７は、内周側面２１ｂに開口する円形の内孔２８と、外周側面２１ａに開口す
る円形の外孔２９とを備えている。内孔２８の直径Ｄ１は、外孔２９の直径Ｄ２よりも小
さい。直径Ｄ１及び直径Ｄ２は、外周側面２１ａ及び内周側面２１ｂに垂直な１つの垂直
線を中心とする同心円である。例えば、外孔２９に挿通可能な円柱の頂面にねじ孔が形成
された凸部を連結部材５０やカバー部材４０に設け、その凸部を内孔２８に向けて外孔２
９に挿通させる。続いて、外孔２９から内孔２８に向けて凸部のねじ孔にねじをねじ込む
。ねじは、内孔２８に螺合されることで、その頭部で凸部を固定する。これによって、外
周側面２１ａに設けられた連結部材５０やカバー部材４０が凸部へのねじの螺合が生じさ
せる張力によって外周側面２１ａに固定される。よって、相対向する２つのねじ受け部２
６の間の所定の距離は、少なくとも大きな直径Ｄ２よりも長い距離を有している。
【００３７】
　図３を参照して、枠体２０の脚部１５（図１参照）の構造について説明する。
　枠体２０において、短尺支柱２１と長尺支柱２３とは、角部材３０を介して、短尺支柱
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２１の長手方向と長尺支柱２３の長手方向とが直交するように接続固定されている。角部
材３０は、短尺支柱２１の長手方向と長尺支柱２３の長手方向とが直交する部分を含む位
置に配置されており、短尺支柱２１と長尺支柱２３との間に挟まれるように配置されてい
る。本実施形態では、短尺支柱２１と長尺支柱２３とは当接しておらず、短尺支柱２１と
長尺支柱２３とは角部材３０を介在させて固定接続される。
【００３８】
　短尺支柱２１は、付属品取付部２１２の２つの貫通孔２７を介してカバー部材４０が取
り付けられている。カバー部材４０は、第１カバー部４２が外周側面２１ａに固定される
とともに角部材３０の外周側の一部を覆うとともに、第２カバー部４３が角部材３０の外
周側の他部を覆う。詳述すると、第１カバー部４２は、外周側面２１ａを短尺支柱２１の
長手方向に延設されている部分である。第２カバー部４３は、角部材３０の下部に延設さ
れた第１カバー部４２の先端から長尺支柱２３の方向に向かって延出している部分である
。また、第１カバー部４２及び第２カバー部４３は、角部材３０に留められたねじの頭が
見えなくなるように角部材３０の外周側面を覆う形状を有している。
【００３９】
　角部材３０は、短尺支柱２１の開口端２１ｆに当接する圧接面３２ａを有する板材状の
第１圧接部３２と、長尺支柱２３の開口端２３ｆに当接する圧接面３４ａを有する板材状
の第２圧接部３４とを備えている。角部材３０は、圧接面３２ａと圧接面３４ａとの相対
角度が２７０度になるように配置されている。換言すると、圧接面３２ａの反対面と、圧
接面３４ａの反対面とは９０度の相対角度で向かい合うように配置されている。また、圧
接面３２ａの反対面の側辺と圧接面３４ａの反対面の側辺とを含む平面としての角部材側
壁３１が、角部材３０の両側面に設けられている。角部材側壁３１は、短尺支柱２１の横
側面２１ｃ，２１ｄ及びや長尺支柱２３の横側面２３ｃ，２３ｄと同じ面に含まれる面を
含む板状である。なお、角部材側壁３１は、枠体２０が形成する矩形の外周よりもはみ出
さない大きさで角部材３０の両側面に設けられている。具体的には、角部材側壁３１は、
角部材３０に、短尺支柱２１の幅ガイド２１１を長さＬ３１だけ延長させ、長尺支柱２３
の幅ガイド２３１を長さＬ３２だけ延長させた外観を示す態様で設けられている。なお、
上述の第１カバー部４２や第２カバー部４３は、２つの角部材側壁３１の間に配置可能な
幅Ｗ４４，幅Ｗ４５を有しており、２つの角部材側壁３１の間に入り込んだかたちで配置
される。
【００４０】
　角部材３０は、内周側に向く面である内周面３７を有している。内周面３７は、短尺支
柱２１の長手方向に第１圧接部３２の厚さに対応するマージンを有する第１のマージン部
３７１を有し、長尺支柱２３の長手方向に第２圧接部３４の厚さに対応するマージンを有
する第２のマージン部３７３と、第１のマージン部３７１と第２のマージン部３７３とを
結ぶ連続部３７２とを有している。内周面３７は、所定の距離を有しているので、短尺支
柱２１の開口端２１ｆと長尺支柱２３の開口端２３ｆとの間には少なくとも所定の距離が
確保される。よって、短尺支柱２１と長尺支柱２３とは離間された態様で角部材３０を介
して連結固定される。また、長さＬ３１は、長尺支柱２３の矩形の短辺の長さＴ１と幅ガ
イド２３１の所定の高さＴ３とを加えた長さに、角部材３０の第１のマージン部３７１と
連続部３７２とにより生じる長さを加えた長さになる。さらに、長さＬ３２は、短尺支柱
２１の矩形の短辺の長さＴ１と幅ガイド２３１の所定の高さＴ３とを加えた長さに、角部
材３０の第２のマージン部３７３と連続部３７２とにより生じる長さを加えた長さになる
。
【００４１】
　そして、下部支柱２０ｂに対応する短尺支柱２１の開口端２１ｆに、角部材３０の第１
圧接部３２の圧接面３２ａが当接された状態で、第１圧接部３２のねじ孔３３を挿通した
ボルトＢ２が、ねじ孔３３の先にある短尺支柱２１のねじ受け部２６の内周面２６４に螺
合する。これによって、短尺支柱２１に角部材３０が締結固定されている。
【００４２】
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　右支柱２０ｄを構成する長尺支柱２３の開口端２３ｆに、角部材３０の第２圧接部３４
の圧接面３４ａが当接された状態で、第２圧接部３４のねじ孔３５を挿通したボルトＢ３
がねじ孔３５の先にある長尺支柱２３のねじ受け部２６の内周面２６４に螺合する。これ
によって、長尺支柱２３に角部材３０が締結固定されている。なお、第２圧接部３４は厚
みが厚いことから、ねじ孔３５は、ボルトＢ３においてねじ溝を有する部分が挿通する挿
通孔３５１の手前に、ボルトＢ３の頭部が進入可能な拡径部３５２を有している。
【００４３】
　短尺支柱２１と長尺支柱２３とが角部材３０で接続固定されたあと、短尺支柱２１の外
周側面２１ａにカバー部材４０が取り付けられる。
　カバー部材４０は、第１カバー部４２の側面であって外周側面２１ａに対向する側面に
貫通孔２７の外孔２９に挿通可能な円柱状の凸部４４を有する。凸部４４は、外孔２９に
挿通する方向の端面にねじ孔が形成されており、短尺支柱２１の内周側面２１ｂの内孔２
８を挿通されたボルトＢ１が螺合する。凸部４４の延出長は、角管内に短辺の長さＴ２よ
りも短い長さである。よって、カバー部材４０の凸部４４を有する面は、凸部４４に加え
られる締結力に基づいて対向する外周側面２１ａに当接固定される。
【００４４】
　また、カバー部材４０は、幅ガイド２１１の間の幅Ｗ３に入る幅である幅Ｗ４４を有し
ている。幅Ｗ４４は、カバー部材４０が幅ガイド２１１によって位置決めされる幅であり
、幅Ｗ３以下であるが、カバー部材４０と幅ガイド２１１との間に大きな隙間ができない
程度の幅に設定されている。カバー部材４０は、第１カバー部４２が長さＬ３を有してお
り、第２カバー部４３が長さＬ４を有している。第１カバー部４２の長さＬ３は、外周側
面２１ａの付属品取付部２１２の２つの貫通孔２７を覆うとともに、短尺支柱２１の開口
端２１ｆを角部材３０の方向に延び、角部材３０の第２圧接部３４のねじ孔３５を超える
位置までの長さである。また、第２カバー部４３の長さＬ４は、第１カバー部４２の角部
材３０の先端から第２圧接部３４の圧接面３４ａの反対面に到達する長さである。これに
よって、角部材３０は、第１圧接部３２の圧接面３２ａの反対面と、第２圧接部３４の圧
接面３４ａの反対面とがボルトＢ２，Ｂ３とともにカバー部材４０によって覆われ、外見
上のデザイン性が高められるようになっている。また、カバー部材４０は厚さＴ６が幅ガ
イド２１１の所定の高さＴ３以上の厚さを有している。これにより、カバー部材４０が幅
ガイド２１１の張出部２１３の下に入り込んで、第１カバー部４２と幅ガイド２１１との
間に不必要に広い隙間が生じるおそれも小さい。
【００４５】
　第１カバー部４２は、外周側面２１ａに対向しない側の面に、円柱形状の脚調整部４５
を有している。脚調整部４５は、第１カバー部４２から離間した端部にねじ孔４５ｈを備
え、そこに脚４１の接地面４１２の反対側に設けられたねじ部４１３がねじ込みにより取
り付けられる。脚調整部４５は、接地面４１２との間の距離が脚４１のねじ込み量により
変化することから、接地面４１２が床面に好適に当接するように伸縮調整することができ
る。
【００４６】
　脚調整部４５は、第１カバー部４２の短尺支柱２１の開口端２１ｆを角部材３０の方向
に過ぎた位置に設けられているが、第１カバー部４２の基端は内周側面２１ｂに支持され
、同先端は第２カバー部４３を介して第２圧接部３４の圧接面３４ａの反対面で支持され
る。よって、第１カバー部４２が床面を押す荷重により変形するおそれが抑制される。
【００４７】
　図４に示すように、枠体２０の外周側面２１ａには、室内間仕切り用金具１５０が取り
付けられる。ここでは、２つの室内間仕切り用金具１５０が、上部支柱２０ａに取り付け
られている場合について説明する。
【００４８】
　室内間仕切り用金具１５０は、上部支柱２０ａの外周側面２１ａにおいて幅ガイド２１
１の間に嵌め込まれた状態で外周側面２１ａにボルトＢ１５で固定される。また、上部支
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柱２０ａの長手方向に所定の間隔を空けて２つの室内間仕切り用金具１５０が設けられて
いる。２つの室内間仕切り用金具１５０には、外側に向く面に対して長尺部材１６０が掛
け渡されるとともに、長尺部材１６０の一端側及び他端側がそれぞれ、ボルト１６３で対
応する室内間仕切り用金具１５０に固定されている。詳述すると、長尺部材１６０の一端
側及び他端側にはそれぞれ、室内間仕切り用金具１５０のねじ孔１５６に対応するねじ孔
１６１が設けられている。長尺部材１６０は、一端側のねじ孔１６１が２つのうちの一方
の室内間仕切り用金具１５０のねじ孔１５６に同心円状に揃えて配置され、揃えて配置さ
れた上下のねじ孔１６１，１５６にボルト１６３が螺合されることで室内間仕切り用金具
１５０に締結固定される。同様に、長尺部材１６０は、他端側のねじ孔１６１が２つのう
ちの他方の室内間仕切り用金具１５０のねじ孔１５６に同心円状に揃えて配置され、揃え
て配置された上下のねじ孔１６１，１５６にボルト１６３が螺合されることで室内間仕切
り用金具１５０に締結固定される。これにより、長尺部材１６０は、２つの室内間仕切り
用金具１５０を介して上部支柱２０ａに固定される。
【００４９】
　また、長尺部材１６０は、中央部に支柱部材２０ｅが固定される。支柱部材２０ｅは、
長手方向の長さが枠体２０を構成する他の部材と同様の構造をしており、図示しない開口
端２１ｆに長尺部材１６０が取り付けられる。これにより、上部支柱２０ａの外周側面２
１ａに支柱部材２０ｅが取り付けられる。
【００５０】
　図５（ａ），（ｂ）に示すように、室内間仕切り用金具１５０は、短尺支柱２１の幅ガ
イド２１１に対して、嵌め込み、及び、取り外しが容易に構成されている。
　室内間仕切り用金具１５０は、縦幅を第２幅ＷＡ１とし、横幅を第３幅ＷＢ１とする四
角形を基本形として説明すると、直線状の縦辺の長さが第２幅ＷＡ１であり、直線状の横
辺の長さが第３幅ＷＢ１である。室内間仕切り用金具１５０は、この基本形において横辺
の第３幅ＷＢ１の幅方向中央又は中央付近から、回転軸心ＣＡから見て所定の周方向にあ
る第２幅ＷＡ１の方向に四角形の一部が切り欠かれた部分に第１幅ＷＣ１が形成された形
状からなる板部１５１である。換言すると、板部１５１は、多角形状の板体、具体的には
３組の平行な辺を有する６角形状から構成されており、短尺支柱２１の外周側面２１ａに
当接可能な当接面を有している。板部１５１は、当接面の幅が、３組の平行な辺のそれぞ
れの幅である。
【００５１】
　板部１５１は、第１組の辺により幅が規定される第１部分１５５と、第２組の辺により
幅が規定される第２部分１５３と、第３組の辺により幅が規定される第３部分１５８とを
有する。第１部分１５５は、２つの張出部２１３の間隔である幅ガイド２１１の間の幅Ｗ
３を通過可能な第１幅ＷＣ１を有している。第２部分１５３は、２つの張出部２１３の間
隔（幅Ｗ３）を通過不可能であって第１幅ＷＣ１よりも広いとともに、２つの壁状部２１
４の間（壁間幅Ｗ２）に配置可能な第２幅ＷＡ１を有している。第３部分１５８は、外周
側面２１ａと張出部２１３との間の第２の厚さＴＡ２よりも厚く、幅ガイド２１１の間の
幅Ｗ３に配置不可能な第３幅ＷＢ１を有している。つまり、板部１５１は「第１幅ＷＣ１
＜幅Ｗ３＜第２幅ＷＡ１＜壁間幅Ｗ２」の関係を有している。また「幅Ｗ３＜第３幅ＷＢ
１」の関係を有している。
【００５２】
　室内間仕切り用金具１５０は、板部１５１の周方向において、第１部分１５５と第２部
分１５３とが隣接配置されている。
　図５（ｂ）に示すように、板部１５１は、第１部分１５５で２つの張出部２１３の間隔
（幅Ｗ３）を通過して当接面を外周側面２１ａに当接することができる。
【００５３】
　また、図５（ａ）に示すように、板部１５１は、回転軸心ＣＡを回転中心として全体が
旋回されることで、厚さ方向において、第２部分１５３が張出部２１３と外周側面２１ａ
との間に入り込む。
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【００５４】
　また、図５（ａ）に示すように、板部１５１は、周方向において第２部分１５３の一部
、具体的には、第２部分１５３を構成する辺の端部であって、第１部分１５５に隣接しな
い側の端部が壁状部２１４に当接するようになっている。板部１５１は、第２部分１５３
の間の距離であって、回転軸心ＣＡを通る距離が、第１部分１５５に隣接する側の端部で
は壁間幅Ｗ２よりも狭い第２幅ＷＡ１として確保される。一方、第２部分１５３の間の距
離であって、回転軸心ＣＡを通る距離は、第１部分１５５から離れるに応じて長くなり、
第１部分１５５に隣接しない側の端部では壁間幅Ｗ２よりも広い幅ＷＤ１として確保され
るため壁間幅Ｗ２の間を旋回できなくなるためである。
【００５５】
　なお、図５（ａ）に示すように、板部１５１は、回転軸心ＣＡに対して一方向について
旋回不可能な位置に固定されるようにすることで、幅ガイド２１１の間に取り付けやすく
なるとともに、幅ガイド２１１の間における位置決めも容易になる。
【００５６】
　第１部分１５５は、張出部２１３と外周側面２１ａとの間の厚さＴ４（図２参照）より
も厚い第１の厚さＴＡ１（図４参照）を有している。第２部分１５３は、第１部分１５５
に隣接して、張出部２１３と外周側面２１ａとの間に入り込む部分の厚さが第１の厚さＴ
Ａ１（図４参照）よりも薄い第２の厚さＴＡ２（図示略）に設定されている部分と、第１
の厚さＴＡ１を有する部分１５４とを有している。第２部分１５３の第２幅ＷＡ１におい
て、第２部分１５３で第２の厚さＴＡ２（図示略）に設定されている部分は板部１５１の
辺に沿う所定の幅ＷＡ３で設けられ、第１の厚さＴＡ１（図４参照）を有する部分１５４
は両端が幅ＷＡ３に挟まれた幅ＷＡ２で設けられている。つまり、第２幅ＷＡ１は「幅Ｗ
Ａ３＋幅ＷＡ２＋幅ＷＡ３」である。また、幅ＷＡ３は、室内間仕切り用金具１５０が旋
回されるとき、第１の厚さＴＡ１を有する部分１５４を張出部２１３に接触させない幅で
あればよい。
【００５７】
　また、図５（ａ）に示すように、室内間仕切り用金具１５０を短尺支柱２１に取り付け
るためのねじ孔１５７は、短尺支柱２１の長手方向に直交する直交線Ｃ１５７上に並んで
回転軸心ＣＡから等間隔の距離に設けられる。一方、室内間仕切り用金具１５０に支柱部
材２０ｅ等を取り付けるためのねじ孔１５６は短尺支柱２１の長手方向に沿う線Ｃ１５６
上に並んで回転軸心ＣＡから等間隔の距離に設けられる。室内間仕切り用金具１５０は、
短尺支柱２１の長手方向に直交する直交線において回転軸心ＣＡから等間隔の距離に配置
されていることから、２つのねじ孔１５７にかかる剛性を均等にすることができて、支柱
部材２０ｅ等を好適に保持することができる。
【００５８】
　図５（ａ）に示す室内間仕切り用金具１５０は、第３幅ＷＢ１の中央で幅ＷＢ３の第１
部分１５５と、幅ＷＢ２の第２部分１５３とに区分されている。よって、板部１５１が回
転軸心ＣＡで旋回されるとき、第２部分１５３は、第１部分１５５に隣接している端部で
最も狭い幅ＷＡ２を有し、第１部分１５５から離れた端部で最も広い幅ＷＤ１を有する。
【００５９】
　なお、図５（ｃ）に示す室内間仕切り用金具１５０Ａは、第３幅ＷＢ１の中央よりも短
く形成された第１部分１５５Ａと、第３幅ＷＢ１の中央よりも長く形成された第２部分１
５３Ａとを有する。第１部分１５５Ａで２つの張出部２１３の間隔（幅Ｗ３）を通過し、
回転軸心ＣＡを回転中心として旋回されることで、第２部分１５３Ａが張出部２１３と外
周側面２１ａとの間に入り込むことができれば、第１部分１５５Ａが第３幅ＷＢ１の中央
よりも短くてもよいし、長くてもよい。第３幅ＷＢ１の中央よりも短ければ、第２部分１
５３Ａが長くなるので、張出部２１３による保持力が高められる。第３幅ＷＢ１の中央よ
りも長ければ、取り付け時に室内間仕切り用金具１５０Ａを回転軸心ＣＡを回転中心とし
て旋回される角度を小さくすることができる。
【００６０】
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　図６を参照して、長尺部材１６０は、一端側にねじ孔１６１が２つ、他端側にねじ孔１
６１が２つ設けられているとともに、中央部に支柱部材２０ｅが固定されるねじ孔１６２
を有している。長尺部材１６０は、支柱部材２０ｅの開口端２１ｆの相対向する２つのね
じ受け部２６にねじ孔１６２を対向配置させて、長尺部材１６０側から螺合するねじ（図
示略）により、開口端２１ｆに締結される。これにより、長尺部材１６０の表面には、支
柱部材２０ｅが垂直固定される。
【００６１】
　本実施形態の室内間仕切り用金具、及び室内間仕切りによれば、以下のような効果を得
ることができる。
　（１）短尺支柱２１の長手方向に配置された幅ガイド２１１の任意の位置に室内間仕切
り用金具１５０を取り付けることができる。また、取り付けられた室内間仕切り用金具１
５０は、第２部分１５３が外周側面２１ａと張出部２１３との間に入り込むため外周側面
２１ａから離間する方向への移動が規制されるようになるとともに、第２部分１５３の一
部が壁状部２１４に当接するため、旋回も抑制される。よって、部材等を室内用間仕切り
の支柱に配置自由度を確保しつつ、確実に取り付けることができる。
【００６２】
　（２）張出部２１３と外周側面２１ａとの間に入り込む部分以外において室内間仕切り
用金具１５０を厚くすることができるため室内間仕切り用金具１５０の強度を高めること
ができる。
【００６３】
　（３）長尺部材１６０を取り付けるねじ孔１５６を室内間仕切り用金具１５０において
中央部に、短尺支柱２１においても幅ガイド２１１の中央部に設けることができるので、
応力を好適に分散させることができる。
【００６４】
　（４）平行な辺の組で構成されることで第１部分１５５や第２部分１５３の形成が容易
である。
　（５）第２部分１５３は第１部分１５５に隣接しない側が壁状部２１４又は張出部２１
３に当接するので旋回が止められる。よって、短尺支柱２１に室内間仕切り用金具１５０
が取り付けやすくなるとともに、室内間仕切り用金具１５０の位置決めも容易になる。
【００６５】
　（６）２つの室内間仕切り用金具１５０が長尺部材１６０で連結固定されることで幅ガ
イド２１１の間における旋回金具（室内間仕切り用金具１５０）の相対位置が固定される
ようになる。
【００６６】
　（その他の実施形態）
　また、上記実施形態は以下のように変更してもよい。
　・上記実施形態では、横棒２５が取り付けられる場合について例示したが、この横棒に
カーテン、スクリーン、パネル、網等を取り付けてもよい。
【００６７】
　・上記実施形態では、付属品取付部２３２に横棒２５が取り付けられる場合について例
示した。しかし、これに限らず、付属品取付部には、横棒に加えて、もしくは、横棒に代
えて、パネルやモニタの板材状物を固定するための板状や網状の部材や、カーテンやスク
リーンを取り付けるための板状や網状の部材や、棚部材や、机の天板や、棚や天板を支持
する部材や、椅子やシート、ベンチと連結するための部材等が取り付けられてもよい。
【００６８】
　・カバー部材４０が角部材３０の外周側面を覆わなくてもよい。
　・角部材３０は、第１圧接部に長尺支柱が当接固定され、第２圧接部に短尺支柱が当接
固定されてもよい。
【００６９】
　・上記実施形態では、短尺支柱２１及び長尺支柱２３がアルミニウムを主成分とする金
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属材料からなる角管から構成されている場合について例示した。しかしこれに限らず、管
内にねじ止め部を備えた角管であるのであれば、角管がアルミニウムを主成分としない金
属材料からなる角管であってもよい。
【００７０】
　・第１の仕切枠１１が形成する平面と、第２の仕切枠１２が形成する平面とは、９０度
未満でもよいし、９０度より大きくてもよい。連結部材は、０度から１８０度までのうち
の任意の角度を取ることができる。なお、安定的に自立することを考慮すると６０度以上
、かつ、１２０度以下であることが好ましい。
【００７１】
　・上記実施形態では、本実施形態の室内間仕切り用金具が、室内間仕切り用金具１５０
である場合について例示したが、これに限らず、本実施形態の室内間仕切り用金具が２つ
の旋回金具と旋回金具に両端が固定される長尺部材とから構成され、旋回金具が上記実施
形態の室内間仕切り用金具１５０であってもよい。２つの室内間仕切り用金具が長尺部材
で連結固定されることで幅ガイドの間における旋回金具（室内間仕切り用金具１５０）の
相対位置が固定されるようになる。
【００７２】
　・上記実施形態では、長尺部材１６０に支柱部材２０ｅが固定される場合について例示
したが、これに限らず、長尺部材は、枠体やそれを構成する短尺支柱及び長尺支柱の少な
くとも一方に取り付けたい部材の取り付けに用いてもよい。例えば、長尺部材にフックや
仕切板や棚等を取り付けるようにしてもよい。
【００７３】
　・上記実施形態では、２つの室内間仕切り用金具１５０で長尺部材を支持する場合につ
いて例示したが、これに限らず、長尺部材を支持することができれば、室内間仕切り用金
具は、１つでもよいし、３つ以上でもよい。１つであれば、室内間仕切り用金具の使用数
を減らすとともに、取り付けにかかる手間を減らすことができる。３つ以上であれば、保
持力を高めることができる。
【００７４】
　・上記実施形態では、室内間仕切り用金具１５０は、長尺部材１６０を介して支柱部材
２０ｅが取り付けられる場合について例示したが、これに限らず、室内間仕切り用金具は
、２本のねじで十分な支持強度が得られる部材であって、直接取り付けることが可能な部
材であれば、直接取り付けられてもよい。例えば、室内間仕切り用金具は、フックや仕切
板が取り付けられてもよい。
【００７５】
　・上記実施形態では、第３部分１５８は、外周側面２１ａと張出部２１３との間の第２
の厚さＴＡ２よりも厚く、幅ガイド２１１の間の幅Ｗ３に配置不可能な第３幅ＷＢ１を有
する場合について例示した。しかしこれに限らず、第３部分は、外周側面と張出部との間
の第２の厚さよりも薄いとしても、壁状部２１４の間の壁間幅Ｗ２に配置不可能な第３幅
を有していてもよい。これにより、第２部分は第１部分に隣接しない側が壁状部に当接す
るので旋回が止められる。
【００７６】
　・上記実施形態では、板部１５１の横幅を切り欠く形で第１部分１５５と第２部分１５
３とが各辺を突き合わせるようにして隣接している場合について例示した。しかしこれに
限らず、第１部分と第２部分との間の接続部分は、角度差を緩和する接続部分であったり
、曲線状であったりしてもよい。角度差を緩和する接続部分や曲線状であれば、取り付け
時の衝撃が緩和されることが期待できる。
【００７７】
　・上記実施形態は、幅ガイド２１１が外周側面２１ａに対して突出するように設けられ
ている場合について例示した。しかしこれに限らず、幅ガイドは、外周側面、内周側面、
及び横側面のうちの少なくとも一つの面に設けられていればよい。例えば、幅ガイドが内
周側面に設けられてもよい。このとき、幅ガイドの端部の一部が干渉する場合、端部を４
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５度の角度で切除すこと等により、干渉しないようにすることができる。
【００７８】
　・上記実施形態は、幅ガイド２１１，２３１が設けられる場合について例示したが、こ
れに限らず、短尺支柱の幅ガイド及び長尺支柱の幅ガイドの少なくとも一方が設けられて
いなくてもよい。
【００７９】
　・室内間仕切り用金具１５０は、幅ガイドを有している支柱であれば、短尺支柱２１の
みならず長尺支柱２３や支柱部材２０ｅ等に取り付けることができる。
【符号の説明】
【００８０】
　１０…室内用間仕切り、１１…第１の仕切枠、１２…第２の仕切枠、１３…連結部、１
４，１５…脚部、２０…枠体、２０ａ…上部支柱、２０ｂ…下部支柱、２０ｃ…左支柱、
２０ｄ…右支柱、２０ｅ…支柱部材、２１…短尺支柱、２１ａ…外周側面、２１ｂ…内周
側面、２１ｃ，２１ｄ…横側面、２１ｆ…開口端、２３…長尺支柱、２３ｃ…横側面、２
３ｄ…横側面、２３ｆ…開口端、２５…横棒、２６…ねじ受け部、２７…貫通孔、２８…
内孔、２９…外孔、３０…角部材、３１…角部材側壁、３２…第１圧接部、３２ａ…圧接
面、３３…ねじ孔、３４…第２圧接部、３４ａ…圧接面、３５…ねじ孔、３７…内周面、
４０…カバー部材、４１…脚、４２…第１カバー部、４３…第２カバー部、４４…凸部、
４５…脚調整部、４５ｈ…ねじ孔、５０…連結部材、１５０…室内間仕切り用金具、１５
０Ａ…室内間仕切り用金具、１５１…板部、１５３，１５３Ａ…第２部分、１５４…部分
、１５５，１５５Ａ…第１部分、１５６，１５７…ねじ孔、１５８…第３部分、１６０…
長尺部材、１６１，１６２…ねじ孔、１６３…ボルト、２１１，２３１…幅ガイド、２１
２…付属品取付部、２１３…張出部、２１４…壁状部、２３２…付属品取付部、２６１…
支持脚、２６２…ねじ部、２６３…切れ込み、２６４…内周面、３５１…挿通孔、３５２
…拡径部、３７１…第１のマージン部、３７２…連続部、３７３…第２のマージン部、４
１２…接地面、４１３…ねじ部、Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ１５…ボルト。
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